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個 修習別 プロ グラム実施状況等報 告書
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提供配
属庁会

募集
人数
応募
人数
参加
人数

実施に当たって工夫した点，司法修習
生の取組姿勢，次年度以降の課題等

プログラム名 場所 期 間 実施内容 募集条件

|繍譽筐騨零Iと弼溌懸撰
なし

行った。起案及びその後の講評を通
じ，要件事実の理解並びに事実認定
能力及び起案能力を向上させるとと
|もに，法廷，弁論準備，和解の傍聴
等を通じ．民事訴訟手続の理解を深
めさせる目的で実施した。また，医
療事件及び労働事件（労働審判を含
む）等の専門事件の知識の習得のた
め，記録検討などを実施した。

11月4日

（水）
～

11月10日

（火）

６
人
程
度

民事訴訟コー
スI

和歌山地
方裁判所

裁判所

I

分野別修習の深化を目的とし，担当
裁判官において， より密接な指導を
行った。起案及びその後の識評を通
じ，要件事実の理解並びに事実認定
能力及び起案能力を向上させるとと
もに､法廷，弁論準備，和解の傍聴
等を通じ，民事訴訟手続の理解を深
めさせる目的で実施した。また，医
療事件及び労働事件（労働審判を含
む）等の専門事件の知識の習得のた
め，記録検討などを実施した。

なし

11月11日

（水）
～

11月17日

（火）

６
人
程
度

民事訴訟コー
スⅡ

和歌山地
方裁判所

裁判所

保全，執行，破産事件についての理
解を深めさせる目的で，各事件の申
立時の注意点，書記官事務の実際を
修習させるとともに，執行事件にお
ける執行官の職務，破産事件におけ
る破産管財人の恥務の理解のほか，
民事再生，個人再生等についての理
解を深めさせる目的で実施した。

なし

剖鐸島 鐸

８
人
程
度

10月19日

（月） ，
11月2日
（月）

民事保全・執
行・破産コー
ス

和歌山地
方裁判所

裁判所

’
｜’ ｜ ’ 竪嵯舞鶴 錘

修習地 和歌山



提供配
属庁会

募集
人数
応募
人数
参
蝋
一

実施に当たって工夫した点，司法修習
生の取組姿勢，次年度以降の課題等

プログラム名 場所 期 間 実施内容 藤集条,千

なし

硬玉ざ謝

蕊難議蕊脅潔醗驫

’10月20日

（火）
～

10月27日

（火）

３
人
程
度

和歌山地
方裁判所

裁判所 刑 事

湖I 穂…溌臆蕊鞍驫罵

1

1

1

囚 Ⅱ ロ 5基一〃』 卜声瓦▼応

なし
瀞襲溌 蝿11 1 ■

少人数の修習生に対し， より密接な
指導を行うことによって，分野別修
習の補完と深化を目的として実施し
た。

10月28日

（水）
～

10月30日

（金） ，
11月4日
（水）

３
人
程
度

家庭裁判所
少年コース

和歌山家
庭裁判所

裁判所
少年審判事件の傍聴，記録検討又
はケース研究

家庭裁判所調査官の面接調査傍聴
少年鑑別所及び児童自立支援施設
見学等

なし少人数の修習生に対し， より密接な
指導を行うことによって，分野別修
習の補完と深化を目的として実施し
た。11月5日

（木）
～

11月10日

（火）

３
人
程
度

家庭裁判所
家事コース

和歌山家
庭裁判所

裁判所 家事審判の傍聴，記録検討，起
案，争点整理
家庭裁判所調査官によるケース研
究講義

璽量 ‘‘.、



’ ’平成28年1月26日

個別修習プログラム実施状況等報告書

|修習地’
1

1和歌山

提供配
属庁会

募集
人数
応募
人数

参加
人数

実施に当たって工夫した点，司法修習
生の取組姿勢．次年度以降の課題等

プログラム名 場所 期 間 実施内容 募集条件

－■■■－

なし

・参加者を，裁判官，検察官，弁
謹人，被告人，証人等に割り当
て，模擬裁判記録に基づき，公判
前整理を含めた訴訟活勤を，可能
な限り実際の事件と同様に実施さ
せ，訴訟手続及び事実認定の研究
を行わせた。

論舗孟蕊讓縦体蕊譽舂梁｜
とにより，訴訟手続の意義や根拠
をより深く考えさせることを目的
として実施した。

和歌山

地方裁
判所

和歌山
地方検
察庁
和歌山

弁談士
会

刑事模擬裁判
コース

（3庁会合
同）

裁判所
検察庁
弁謹士会

| {:餅開捲『 20
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｜平成28年1月26日｜

個別修習プログラム実施状況等報告書

’

提供配
属庁会

募集
人数
応募
人数
参加
人数

実施に当たって工夫した点，司法修習
生の取組姿勢、次年度以降の課題等

プログラム妬 場 所 期 間 実施内容 募集条件

｜

’

10月26日

（月）
～

11月17日

（火）

捜査・公判補完
コース

和歌山地
方検察庁

検察庁 2

I’ 露鐙型壁;…『舞 号溌翻墓里1識

&出題Ⅱ I 画星雲ョ

筆豊画II ｜,蕗R遥斡涌率:f認 醍国踊稻i

講義・見学コー
スA

（奈良少年院見
学）

・少年に対する矯正業務の現状につ
いて理解を深めさせる目的で，少年
院内の見学及び施設の説明を実施し
た。

10月23日

（金）
検察庁 奈良市 I0

ﾛﾛ ロ マユ酉.

I’ I I

講義・見学コー
スB

（組織犯罪対策

課講義，海上保
安部講義・巡視
艇乗船）

蕊

鰯騨 疑・多岐にわたる犯罪捜査及び犯罪防
止活動に関する理解を深める目的
で，警察捜査の講義や海上保安部の
講義・巡視艇乗船を実施した。

｜
D

l

和歌山地

方検察庁
等

10月29日

（木）
検察庁 6

修習地 和歌山



■

■

ｇ

■

■

I

一一

講義・見学コー
スC

（捜査二課講
義，鑑識・科捜
研・交通管制見
学，飲漣検知実７１

・犯罪捜査及び犯罪防止活動に関す
る理解を深めさせる目的で，警察の
諸活動についての講義。見学等を実
施した。

和歌山地

方検察庁
等

10月30日
（金）

検察庁

、Ｈ１〆

義
研
学
験

6

1

｜

I 馳溌

・死後の人体、創傷の特徴，死因の
特定など法医学についての理解を深
める目的で，和歌山県立医科大学教
授による法医学講義を実施した。

講義・見学コー
スD

（法医学講義）

和歌山県
立医科大
学

11月6日

（金）
検察庁 15

七 一



|平成28年1月26日1

個別修習プログラム実施状況等報告書

’

提供配
属庁会

場
所

募集
人数
応募
人数
参加
人数

実施に当たって工夫した点，司法修習
生の取組姿勢，次年度以降の課題等

プログラム名 期 間 実施内容 募集条件

守秘義務遵
守，交通費そ
の他の不支
給，

第三者賠償保
険への加入

ト

■ 、 ■ロ

｜ ’ I｜認i毒“蛙’

｜ ’ ｜’ 職鰯綴

和歌山市役所の職務・業務について
生じる法律問題の相談
条例・規則・要綱案の法的審査
外部弁謹士への委任案件の事前整
理，委任後のフォロー

日
日

９
３

１
－
２

月
１
月
１

０
月
０
金

く
く

１
１

士護弁
会
地方自治体内

弁誰士の法務 |灘器 1

ロ ロ 暦【

心

修習地 和歌山



守秘義務遵
守，交通謡そ
の他の不支
給，
第三者賠償保
険への加入

露恥1 1 浬罫礎塁煽~弓削;琴 垂RZ壼謹

‐ 1 ロ

｜ ’ ｜鰕磯蕊溌謹爵鰯篭畷濯蕊露

和歌山市役所の職務・業務について
生じる法律問題の相談
条例・規則・要綱案の法的審査
外部弁護士への委任案件の事前整
理，委任後のフォロー

日
日
６
０

２
－
３

月
ｊ
月
１

０
月
０
金

Ｉ
１

１
１

士護弁
会
地方自治体内
弁護士の法務

和歌山
市役所

！

｜ ’

麺
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なし
－－

砂

1 l b …

霞 I 醸鳶璽蚤
I

Ⅱ 謀与 燈矛a

「破産申立j
個人の破産申立手続の説明と留意
点，企業の破産申立手続と申立代理
人として行っておくべきことについ
て講義を行った。

和歌山

弁誰士
会

士誰弁
会
倒産法修習

「破産申立」
10月19日

（月）午前
2(）

1 1 1塞蕊…竪鍵典画唾EY

0 1 1

なし
】 ロ ■ 底琴凸，庁害宇12 Ⅱ

1 B 海…2､で祠 壁Fぎ

「破産管財」 ．
破産管財事件に関する手続の概要及
び実務上の問題点等について講義を
行った。

和歌山
弁誕士
会

士誰弁
会
倒産法修習
「破産管財」

10月19日

（月）午後
20

‘語間 l ロ 鋸岳E彊瑠 職浄と

…

なし

10月20日

（火）

午前9時30
分～
正午

’
弁護士として最低限必要な民事保全
の知識，実務上の問題点， ノウハウ
を中心に解説した。
事例問題を検討した。

和歌山

弁護士
会

士識弁
会 保全事件修習 20

一

“§識 ’ ’ 11鐵錘蛎 鳫剰鍬堅舞窪I遥彌霊鐸

なし交通事故の処理には一定の知識を必
要とするところ，本誌義において
は， この基本的な部分（用語，後遺
障害認定手続，損害の計算，手続の
選択等）を，請求者側だけでなく.，
被請求者（保険会社）側の立場にも
立ち解説した。

10月20日

（火）
午後1時30
分～

午後4時30
分

日＝＝

和歌山

弁談士
会

士幽
亀
毒
、弁
会 交通事故修習 20

－



なし
■■■■において,次の修習を行っ
た。

①相続事務その他の特殊取引事務
等，顧客との間でトラブルや訴訟と
なりやすい事務について，銀行担当
者より説明。

た。

①相続
等，願
なりや
者より

日
０
１
０
２
時

月
７
－
５

０
水
午
後

１
ｌ
正
午
分

F
士誰弁

会 銀行実務修習 20

②実際②実際の銀行業務を見学。
ト

なし
「個人1

個人再’
うのか，
再生委』
た盆

「個人再生」
個人再生手続をどのような場合に行
うのか，個人再生申立手続及び民事
再生委員の任務などの講義を行っ
た盆

和歌山

弁誰士
会

士誰弁
会
倒産法修習
「個人再生」

10月22日

（木）午前
2(）

なし
｡

願 趨夢
「民事再生」
企業の再建型倒産処理手続のうち，
民事再生法とその具体的な手続の概
要及び申立代理人の注意すべき点等
についての講義を行った。

「民事雨
企業の閥
民事再生

要及び畔
について

和歌山

弁誰士
会

士護弁
会
倒産法修習
「民事再生」

10月22日

（木）午後
’
1

20

廊 鍵爵鍔 塁

I ’
理謹甜

閥
普
抄なし

10月23日

（金）
午前9時30
分～
午後5時00
分

l Ⅱ 叩

和歌山

県立医
科大学
附属病
院

I Ⅱ 亀『ぱ｡＝…錘 g垂頚

和歌山県立

医科大学附属
病院修習

①識義
②研修医と大学病院内見学
③研修医とのディスカッション

①識義
②研修唾
③研修雁

士誰弁
会 20

なし

和歌山

弁謹士
会

｢捜査弁護」

｢公判前整理手続」

｢捜査弁

｢公判前

士護弁
会
刑事弁護実務
1

10月26日
(月）

20

Ⅱ

’
I ■0

Ⅱ

I 旧

なし

和歌山
弁護士
会

ﾛ ﾛ■

士謹弁
会
刑事弁護実務
Ⅱ

10月27日

（火）
｢公判｢公判弁護」20



なし
講義「消費者契約法」

講義「特定商取引法・割賦販売法」

講義「欠陥住宅の基礎知識」

消費生活センター見学

共同事例検討会

和歌山

弁護士
会及び
消費生
活セン
ター

士護弁
会
消饗者保護
修習

10月28日
(水）

20

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｏ
Ⅱ
Ｉ
ｒ
１
４
Ｉ

｜

’

●
■
■
■
ｂ
■
日
日
Ｉ
●
０
１
０
０
１
１
Ⅱ
■
■
甲
０
０
面
■
■
ｐ
０
１
Ｉ
１
８
０
０
ｌ
ｌ
ｑ
ｌ
Ｂ
Ｅ
■
■
Ｂ
１
日

なし
犯罪被害者保護法制についての講義
と実際の犯罪被害者支援活動の講義
等を通じて，弁護士としての犯罪被
害者支援のあり方について学習し
た。

修習内容は，
・犯罪被害者保護法制の講義（犯罪
被害者保護法・犯給法・被害者参加
制度・賠償命令制度等）

和歌山

弁護士
会

士護弁
会
犯罪被害者支
援修習

11月2日
（月）

20

・具体的な被害者支援活動について
の講話

・臨床心理士や犯罪被害者遺族の誰
演，模擬法律相談

一一



なし

Z

､3 Ii … 昌禿碇

1 1 1 墨一成

和歌山
弁謹士
会 1 1月4日

（水）午後へ
11月5日

（木）

子どもの権利に関する講義，施設見
学等

士護弁
会
子どもの権利
問題修習

2(）
及び

子ども
に関す
る施設

’ ｜ I 墜理醗聯篭躍騒

凶…’’ 1 1 『､W2…i潅I諏塞要墨里

なしI

I 】 I U ■

Iロ B ロ ‐一M

zZL~ll l I r~bや診ず 起1A』 上士碁

和歌山

弁護士
会及び
社会福
祉施設

11月9日

（月）～
11月10日
（火）午前

高齢者・瞳がい者に対する保誰法制
高齢者・障が
い者支援問題
修習

の識義及び関連施設の見学。
成年後見の実務，その他高齢者虐待
等への取り組み等を学んだ。

弁護士
会

’20

’

藍急瀞 一一ｺ 時…園


